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)(xfy  のグラフと、 x軸の交点の座標を、 )10(  とする。 

 

)(xfy  のグラフと、 x軸、直線 1x で囲まれた部分の面積は、 

内部に一辺の長さ 1の正方形が含まれるから 1)(
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)(xfy  のグラフと、 x軸、直線 1x で囲まれた部分の面積は、 

2 より小さいから 2)(
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 ≧dxxf  (証明終) 
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